
（単位：千円）

通常分 原油価格・物価高騰対応分

1 宿泊観光客増加促進支援事業 1,500 1,300

【事業の目的】

村内旅館民宿に宿泊した宿泊客に対し、旅得クーポン券を発行することで新

型コロナウイルス感染症拡大により消費が落ち込んだ村内事業所への消費喚

起を行う。

【経費の内容】

旅得クーポン発行委託料

【事業費の積算根拠】

委託料 1,500千円（クーポン券 3,000枚×500円）

【事業の対象】

村内事業者（商店等）

R4.4 R5.3 宿泊観光客増による村内消費額の増加

2 給付型商品券発行事業 54,547 45,000

【事業の目的】

村民に村内指定事業所で利用できる商品券を給付し、新型コロナウイルス感

染症拡大の影響を受けている地域経済や住民生活を支援し、地域経済の活性

化と住民生活支援を図る。

【経費の内容】

商品券換金委託業務、需用費、役務費

【事業費の積算根拠】

委託料 54,075千円（商品券20千円×2,650人+委託手数料1,075千円）、需用

費 356千円、役務費 116千円

【事業の対象者】

住民基本台帳に登載されている全村民

R4.7 R5.3 給付者数2,300人以上

3 テレワーク環境整備事業 6,440 6,100

【事業の目的】

新型コロナウイルス感染拡大を目的に、職員のコロナ感染への機会を減ら

し、加えて、コロナ感染後の住民サービスへの影響が生じないよう職員によ

るテレワーク環境を整備する。

【経費の内容】

LGWANリモートアクセスサービス環境構築業務、リモートアクセスサービ

ス使用料、テレワーク用ノートパソコン購入費

【事業費の積算根拠】

業務委託料　1,325千円（リモート環境構築）

使用料　264千円（ライセンス使用料33千円×8ヶ月）

備品購入費　　4,851千円（ノートパソコン30台）

【事業の対象】

村職員

R4.7 R5.3

職員へのテレワーク環境を構築することで、新型コロナ感

染・拡大防止を行う。

加えて、ウィズコロナ、アフターコロナを見据えた新しい生

活様式・新しい働き方への取り組みを行う。

　職員のテレワーク稼働時間 300時間/年

（25h/月×12ヶ月=300h）

4 椎葉村立保育所新型コロナウイルス感染症対応事業 2,084 1,900

【事業の目的】

椎葉村立保育所の新型コロナウイルス感染拡大防止を目的に、感染症予防に

係る消耗品や備品を整備する。整備することにより、感染症の予防や拡大防

止が期待でき,園児受け入れを継続できる。

【経費の内容】

消耗品費（小児用マスク・アルコール消毒液等・非接触型体温計・パーテー

ション・二酸化炭素濃度測定器）

 備品購入費（消毒液噴霧器・対面顔認証検温機）

【事業費の積算根拠】

消耗品費　1,204千円

　マスク（5000枚×50円＝250千円）

　アルコール消毒液（100㍑×5,000円＝500千円）

　飛沫防止パーティション（25枚×6,000円＋3枚×8,000円＝174千円）

　二酸化炭素濃度測定器（10台×25,00０円＝250千円）

　非接触型体温計（6本×5,000円＝30千円）

備品購入費 880千円

　次亜塩素噴霧器（10基×32,000円＝320千円）

　対面顔認証検温機（４基×140,000円＝560千円）

【事業の対象】

村立保育所（椎葉中央・大河内・尾向・松尾保育所）

R4.7 R5.3

村立保育所施設に、感染防止対策物品を整備することで、感

染防止・感染拡大防止を行う。それにより、より安全に園児

の受け入れや行事の実施を継続がすることができる。

保育所のクラスター発生を0件とする。

5 椎葉村国民健康保険病院会計補助事業 7,000 6,600

【事業の目的】

本村唯一の医療機関として、新型コロナウイルス感染症患者の診療を実施す

るための機器整備により、医療提供環境の向上を図る。また、感染症予防に

係る消耗品等を整備することにより感染症予防の徹底を図る。

【経費の内容】

備品購入費（発熱外来診療室とナースステーションが連携可能な解析機能付

きセントラルモニタ一式の機器導入経費）

消耗品費（マスク・アルコール消毒液等）

【事業費の積算根拠】

備品購入費 6,000千円 （セントラルモニタ５床用、ベッドサイドモニタ２

台、心電図・呼吸・SPO2送信機３台）

消耗品費 1,000千円（マスク（5,000枚）、アルコール消毒液（100㍑）など

感染対策物品）

【事業の対象】

椎葉村国民健康保険病院

R4.4 R5.3

新型コロナウイルス感染症の陽性患者に対して、安心して診

療できる環境を整備する。

新型コロナウイルスワクチン接種を年間1,000回以上の実施す

る。

新型コロナウイルス感染症疑い患者への検査及び診察を年間

100人以上受入れ、実施する。

6 飼料高騰対策事業 19,215 17,200

【事業の目的】

コロナ禍で資料高騰により生産コストが大幅に増加している畜産農家の負担

を軽減する。

【経費の内容】

事業補助金

　令和3年4月と比較し飼料価格が高騰した費用分の2/3を補助

【事業費の積算根拠】

事業補助金　19,215千円

・母牛　22,899円（飼料価格高騰分）×2/3≒15,000円

15,000円×645頭＝9,675千円

・子牛　27,484円（〃）×2/3≒18,000円

18,000円×530頭＝9,540千円

【事業の対象】

村内畜産農家

R4.9 R5.3

畜産農家が継続（安心）して経営が行える様支援を行う。

母牛頭数90％（581頭）以上を維持。

7 農林産物流通コスト高騰対策事業 1,600 1,200

【事業の目的】

コロナ禍における原油価格高騰により、農産物の流通コストが大幅に増加し

ている生産者等の負担を軽減する。

【経費の内容】

事業補助金

　本村で生産された農産物の本村からJA日向までの運送コスト増加分に対し

補助を行う。

【事業費の積算根拠】

事業補助金　1,600千円

　2,400千円（総経費）×2/3＝1,600千円（村・生産者負担分）

【事業の対象】

農林産物生産者

R4.9 R5.3

原油価格高騰により流通コスト増加分を補助する事により、

農業生産者の安定的な農業経営を支援する。

農林産物出荷数量90％（191ｔ）以上を維持。

8 高齢者に対する生活支援特別給付金事業 21,150 13,600 5,400

【事業の目的】

コロナ禍における原油価格・物価高騰による高齢者の負担軽減を図る。

【経費の内容】

事業補助金

　対象者：村内に住所を有する75歳以上の方

【事業費の積算根拠】

事業補助金

　705名×30,000円＝21.150千円

【事業の対象】

椎葉村に住所を有する令和4年度中に75歳以上となる高齢者

R4.10 R5.3 給付者数　670名以上

事業終期 成果目標

令和4年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　事業一覧（村民向け周知用）

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金充当額

事業名NO 総事業費 事業内容 事業始期


